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1. 緒言 

ロタウイルスは世界中でみられる小児ウイ

ルス性腸炎の原因の一つである。生後 6ヶ月

から 2歳の乳幼児に多くみられ、主な症状と

して嘔吐と米のとぎ汁のような白色の下痢が

特徴で、発熱を伴う場合が多く重症度が高い。

潜伏期間は約2日で3～8日程度で治ることが

ほとんどであるが、途上国のアフリカ・東南

アジアを中心に毎年 600,000 人の乳幼児が亡

くなっている。ロタウイルスは 1973年に見つ

かったウイルスでレオウイルス科に属し、2

層のタンパク質の殻に覆われ、内部に 11本の

分節状 2本鎖 RNA(double-stranded RNA)ゲノ

ムから成るウイルスで、直径は約 70nm であ

る。また、ロタウイルスは全て経口的に摂取

され、小腸に到達すると絨毛突起先端部の上

皮細胞で感染・増殖する。 

ウイルスは細菌の様に自己で増殖せず、動物

細胞をはじめ細菌、真菌等の生細胞に侵入し、

感染細胞の代謝機能を借用して自己の複製を

行っている。ヒトを含む高等動物は細菌やウ

イルスに対して自然免疫と獲得免疫の2種類

の感染防御システムを備え持っており、両免

疫系を協調的に働かせることで病原体から身

を守っている。自然免疫ではウイルス感染に

伴い、一連のシグナル伝達を通して炎症性サ

イトカインやインターフェロン(IFN)の産生

が誘導される。近年、ロタウイルス感染は有

意にType III IFN産生を誘導することが示さ

れた。この事実はヒト腸管上皮細胞である

HT-29を用いたin vitroの実験系でも確認され

ており、moi依存的にType III IFN産生量が増

加することや、Type III IFNの方がType I 

IFNよりピーク時で最大10倍の産生量がある

ということが、我々の研究で明らかになって

いる(Fig.1 , 2) 。そこで、本実験では実際に、

Type I IFNとType III IFNがロタウイルスの

感染を抑制するかを検索した。 

Fig.1 moi依存的にType III IFN産生量は増

加する 

 

Fig.2 Type III IFNの方がType I IFNより最

大で10倍の産生量がある 
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2. 実験 

2.1 使用した細胞 

 本実験では、ヒト結腸線癌由来細胞株

HT-29、アカゲザル胎児腎細胞MA104を

用いた。 

2.2 Type I IFNとType III IFN 

IFN は、ウイルス感染などで誘導される抗

ウイルス活性のあるタンパク質である。Type 

III IFN(IFN-λ)は IL-28A、IL-28B、IL-29の 3

つから成り、Type I IFN と共に抗ウイルス作

用を行うと考えられている。 

2.3実験操作 

2.3.1 IFN処理 

MA104細胞を 2.0×10
5
/well播種する際に、

recombinantの Type I IFN と Type III IFN を加

え 18時間培養した。 

2.3.2 感染 

細胞を洗浄し、無血清培地で 30分間

starvation を行い、ロタウイルス(SA11)を 1時

間感染させた。感染後、細胞を洗浄しさらに

3時間培養した。 

 

3.結果と考察 

 MA104細胞をType I IFN、Type III IFNで処

理した後にSA11を感染させ、感染抑制効果を

reverse transcriptase (RT)-PCRと蛍光免疫染色

により検証した。RT-PCRの結果、Type I IFN

の方がType III IFNより強い感染抑制を示し

た(Fig.3)。蛍光免疫染色においても同様の検

証を行ったところ、Type I IFNでは明らかにロ

タウイルスの感染を抑制しており、Type III 

IFNでも感染抑制を認めることができた

(Fig.4,5). 

 

Fig.3 IFNの感染抑制効果(RT-PC) 

 

Fig.4 IFNの感染抑制効果(蛍光免疫染色) 

 

Fig.5 感染細胞数の割合(蛍光免疫染色) 
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